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2.1 本書の全体構成 
本書は全 3 部の構成である。まず第 1 部「日本語教育と心理学」（第 1 章：小林明子）
では各章の概要を解説しつつ、心理学と日本語教育がどのように関連しているのかを示し
ている。第 2 部「学習するときの心理」（第 2 章～第 4 章：福田倫子、第 5 章～第 6 章：
向山陽子、第 7 章～第 9 章：小林明子）では第二言語の学習・習得に関わる心理学的知識
（記憶・認知・理解・適性・ビリーフ・動機・第二言語不安）を紹介している。第 3 部「異






2.2 第 1 部「日本語教育と心理学」 
第 1 部の第 1 章「日本語教育と心理学の関わり―心理学が日本語教育に役立つの？―」
では、心理学と外国語教授法の歴史的変遷を解説し、いかに心理学と外国語教育の関係が
密接であるかを説いている。そして、心理学の知識が学習者の個人差や異文化理解にどの
ように役立つかを述べ、第 2 部以降に内容を引き継いでいる。また、第 1 章全体に渡って、
各章の前提となる考え方や基礎知識を解説している。 
2.3 第 2 部「学習するときの心理」 
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性化について体系的に学ぶことができる。後半には聴解と読解が認知的にどのように異な


































2.4 第 3 部「異文化を理解するときの心理」 









































































 3 「意味と形式どちらか一方ではなく、意味を中心にしながら形式にも焦点を当て」（p. 90）る指導
の考え方の一つ。 
 4 ここでは、自身の外国語学習に対し目的や価値を見出し、自律的に学習することをいう。 







（むかえ はるか 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程） 
（おかもと ひでひさ 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程） 
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